






























 1821 年、リカードウ（David Ricardo:1772-1823）は『経済学および課税の原理』（以
下『原理』と略記）の第 3 版を公刊し、新たに、第 31 章「機械について」を付け加えた。
この「機械について」の章については、マルクスがこの章を高く評価したこともあって1、
                                                  
佐賀大学文化教育学部欧米文化講座  
 






て、これを取り消すことを明言した」と述べ（Marx, Das Kapital, in MEW, Bd.23, S.461）、また『剰


























































































                                                  
4 Ricardo, Principles, W.C. Vol. I,p.396。  
5 真実一男『機械と失業』138 頁。  
6 シュル『機械と哲学』48 頁。  
7 星野「リカードウ旧機械論の構造」47 頁。  





































                                                  
9 Ibid., p.396. 
10 Ibid., p.386. 









































                                                  
15 Ricardo, W.C. Vol. V, pp.30-31. 
16 Owen, Report to the Committee of the Association for the Relief of the Manufacturing and 
Labouring Poor, pp.54-5. 



































                                                  
19 Ricardo, W.C. Vol.V, pp.6-7. 
20 Owen, Report to the County of Lanark, p.273.この議論は、1820 年の『ラナーク州への報告』にま
とめられることになる。  
21 機械と道具との区別は、マルクスが下した、機械は「適当な運動が伝えられると、以前に労働者が類




22 1819 年 7 月 8 日、トラワ宛て書簡、Ricardo, W.C. Vol. VIII,p.45. 






































                                                  
24 Malthus, Principles, pp.263-4. Ricardo, Note on Malthus’s Principles, W.C. Vol. II, pp.237-8. 
25 Malthus, Ibid., p.365. Ricardo, Ibid., p.320. 
26 Ricardo, Principles, op.cit.,p.348. 
27 Malthus, Principles, op.cit.,pp.425-6. 












注 149 前後における、彼らの議論を見てみよう。 

























                                                  
29 Ricardo, Ibid., p.365. 
30 Malthus, Principles, op.cit.,p.261. 
31 Barton, Observations,p.17. 邦訳 26 頁。  















置する。リカードウはさらに、標柱 149 において言う。 
「資本を貯蓄する人にとっては、それが固定資本として用いられるか流動資本として用い
られるかは、大したことではないように思われる。もしも利潤が 10 パーセントであれば、













には思われない。／1,000 クォータの穀物が作られ、そのうち 200 クォータは剰余生産物
と考えてよいとして、残りの 800 クォータのうち 400 クォータは労働者にその仕事に対し
て支払われ、400 クォータは農場経営に用いられる牛馬を養うのに使われると仮定しよう。
いま踏み鋤を採用して牛馬を農業上の仕事に使わなくなった結果、1,000 クォータではな
く 900（正しくは 950）クォータしか生産されないと仮定しよう。／この 950 クォータの
うち 150 クォータだけが剰余生産物であり、残りの 800 クォータは農業労働者にその仕事
に対して与えられるとしよう。このような事情の下では、総生産物や純生産物が減少する
のに、労働需要は増加するかもしれない」37。 
                                                  
34 Ibid.,p.263. 








































                                                  








































                                                  












































                                                  
48 Ibid.. 
49 Ibid.,pp.396-7. 
50 Sraffa, in Ricardo W.C. Vol. I, p. lvii. 
 13
本の海外逃避に結びつく機械使用制限論の危険性を指摘したのである。 
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